
１　調査目的

２　調査対象など

　　調査対象：県政モニター４８５人（うちインターネットモニター２７８人）

　　調査方法：郵送及びインターネット

　　調査期間：令和元年６月３日～６月１７日

　　回収結果：４２６人（回収率８７．８％）

　　　　構成比はパーセントで表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出しています。

　　　　そのため、合計が１００％にならない場合があります。

３　結果概要

○ 障がいを理由とする差別や偏見について
　障がいを理由とする差別が「ある」「少しはある」が合わせて９３．２％となった。

○ 障害者差別解消法について

　「名前も内容も知らない」が５９．２％と最も高く、「内容を含めて知っている」「名前

は知っている」は合わせて４０．６％となった。

○ 県が力を入れるべき共生社会実現に向けた取組みについて

　他の選択肢に比べ、「障がいに関する理解の促進」が７４．８％と最も高い結果と

なった。他方、「共生社会の実現に向け、県民の模範となる活動を行った個人や

団体の表彰」は１７．６％にとどまった。

○ 障がいのある人にとっての住みやすさについて

　「どちらともいえない」が最も多く３８．７％、次いで「わからない」が２０．９％となった。

なお、「そう思う」「おおむねそう思う」を合せた割合は１９．３％となった。

○ 県が力を入れるべき障がい福祉行政について

　「障がいのある子どもやその親に対する支援の充実」（６６．３％）、「障がいに関す

る理解啓発や障がい者差別の解消」（５７．８％）、「道路・交通・建物のバリアフリー

化」（５７．５％）、「障がい者の就労支援の推進」（５７．１％）が高い結果となった。

○ 災害時に出来る支援について

　「避難生活時における障がいのある方への配慮」（４９．６％）、「日頃の声掛けな

どによる見守り」（４８．７％）、「災害時の避難支援」（４２．３％）が高い結果となった。

○ ヘルプマークについて

　「意味を含めて知っている」が４６．５％と最も高く、「意味を含めて知っている」

「名前は知っている」を合せた割合は７０．４％となった。

障がい福祉に関するアンケート調査結果

障害福祉課

　県では、「第２期岐阜県障がい者総合支援プラン（平成３０～令和２年度）」に基づく各種施
策を実施し、「人にやさしい岐阜県づくり」を目指しています。そこで、障がい福祉に対する
県民の皆さんの意識を把握し、今後の障がい福祉行政推進の基礎資料とするため、ご意
見・ご意向などを伺いました。

資料3



４　回答者属性

　（１）性別

男性
女性
無回答

（２）年代別

（３）居住圏域別

無回答 3 0.7%
計 426 100.0%

東濃圏域 66 15.5%
飛騨圏域 14 3.3%

西濃圏域 63 14.8%
中濃圏域 83 19.5%

計 426 100.0%

人数 割合
岐阜圏域 197 46.2%

70歳以上 57 13.4%
無回答 3 0.7%

50歳代 65 15.3%
60歳代 107 25.1%

30歳代 86 20.2%
40歳代 68 16.0%

10歳代 5 1.2%
20歳代 35 8.2%

243 57.0%
3 0.7%

計 426 100.0%

人数 割合
180 42.3%
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0.7%

岐阜

46.2%
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14.8%
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19.5%

東濃

15.5%
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無回答

0.7%

男性

42.3%
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57.0%

無回答

0.7%



５　調査結果

ある
少しはある
ない
わからない
計

内容を含めて知っている
名前は知っている
名前も内容も知らない
無回答
計

252 59.2%
1 0.2%

426 100.0%

人数 割合
59 13.8%
114 26.8%

426 100.0%

問２ 　国では、平成２８年４月に「障害者差別解消法」が施行されました。あなたはこの法
律をご存じですか。次の中からあてはまるものを１つあげてください。

191 44.8%
10 2.3%
19 4.5%

問１ 　あなたは、障がいがある人に対して、障がいを理由とする差別や偏見が社会にある
と思いますか。次の中からあてはまるものを１つあげてください。

人数 割合
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(複数回答） 回答者 人

障がいに関する理解の促進
障がいに関する教育機会の充実
幼い頃からの障がいのある人とない人との交流の促進
共生社会の実現に向け、県民の模範となる活動を行った個人や団体の表彰
特にない（わからない）
その他
計

そう思う
おおむねそう思う
どちらともいえない
あまりそう思わない
全くそう思わない
わからない
無回答
計

　あなたは、岐阜県は障がいのある人にとって住みやすい県だと思いますか。次の中
からあてはまるものを１つあげてください。

1 0.2%
426 100.0%

73 17.1%
16 3.8%
89 20.9%

11 2.6%
71 16.7%
165 38.7%

【「その他」の主な回答】
・障がい者・児がいる家族の経済的な負担を少なくする制度の充実。
・障がいのある人が働ける様々な機会を創出する。等

問４

人数 割合

19 4.5%
21 4.9%
961 -

240 56.5%
288 67.8%
75 17.6%

問３ 　県では、平成２８年４月に「岐阜県障害のある人もない人も共に生きる清流の国づく
り条例」を施行し、共生社会実現に向けた取組みを進めています。このうち、あなたが
力を入れる必要があると思うものは何ですか。次の中からあてはまるものをすべてあげ
てください。
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(複数回答） 回答者 人

障がいに関する理解啓発や障がい者差別の解消
障がいのある子どもやその親に対する支援の充実
災害発生時における障がい者の避難対策等の強化
障がい者の高齢化に対する取組みの強化
特別支援教育の充実
障がい者のスポーツや芸術の推進
道路・交通・建物のバリアフリー化
障がい者の就労支援の推進
特にない（わからない）
その他
計

【「その他」の主な回答】
・障がいのある人と健常者との交流の場を広げていく。
・障がい福祉についての子どものころからの学習、地域講演。等

23 5.4%
19 4.5%

1680 -

98 23.1%
244 57.5%
242 57.1%

179 42.2%
196 46.2%
153 36.1%

424

回答数 割合
245 57.8%
281 66.3%

問５ 　障がい福祉行政について、あなたが今後もっと力を入れる必要があると思うものは何
ですか。次の中からあてはまるものをすべてあげてください。
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（複数回答） 回答者 人

日頃の声掛けなどによる見守り
町内会などの場における支援方法などの話し合い
防災訓練への参加の呼びかけ
家財の転倒防止器具の取り付けなどの手伝い
災害時の避難支援（避難所までの誘導）
避難生活時における障がいのある方への配慮
障がいに関する知識の修得
特にない（わからない）
その他
計

意味を含めて知っている
名前は知っている
名前も意味も知らない
無回答
計 426 100.0%

26 6.1%

　あなたは「ヘルプマーク」をご存じですか。次の中からあてはまるものを１つあげてく
ださい。

102 23.9%
121 28.4%
5 1.2%

【「その他」の主な回答】
・障がい者自身が周囲の人に助けてほしいという意思表示をしてほしい。
・自分が高齢のためお手伝いする自信がない。等

問７

人数 割合
198 46.5%

158 37.4%

8 1.9%
1096 -

78 18.4%
179 42.3%
210 49.6%

206 48.7%
154 36.4%
77 18.2%

問６ 　あなたは、災害発生時（備えを含む）に障がいのある人のためにどのような支援がで
きると思いますか。次の中からあてはまるものを３つまであげてください。
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